
●性能向上のため、仕様などを変更することがあります。●再生紙を使用しています。
IM04502SJ3・19A5H(M)

ホームページアドレス： https://www.gastec.co.jp/

●保証期間について
　気体採取器の保証期間は、お求めの日から1年間です。
　保証期間中に取扱説明書に従って正しく使用されていて、
　万一故障した場合は、無償で修理いたします。

●アフタサービスについて
　測定結果について、疑問などございましたら、お問い合わせ
　ください。また、次のような場合も、販売店にお問い合わせ
　ください。

主な実験例

実験例 1
物の燃焼による酸素・二酸化炭素の変化

保証とアフターサービス

●室内の環境
教室の空気と外気との違い・・・・・二酸化炭素
ストーブなどによる室内の空気汚染・・・・・一酸化炭素、
　　　　　　　　　　　　　　　　    二酸化炭素、
　　　　　　　　　　　　　　　　    窒素酸化物
●自動車の排気ガス
排気ガスはどれくらい汚れているか・・・・・一酸化炭素、二酸化炭素、
　　　　　　　　　　　　　　　　   窒素酸化物
ガソリン車とディーゼル車・エコカーでは
排気ガスは違うのか・・・・・一酸化炭素、二酸化炭素、窒素酸化物

●大気の汚染
沿道と学校や森林の違い・・・・・－酸化炭素、二酸化炭素、窒素酸化物

いろいろな場所の空気を調べてみよう。
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検知管の廃棄

保  守

テールキャップを左に回してシリンダからピストンを外します。
シリンダの内面とピストンの外周を柔らかい布などでふきます。
シールオイルの封を開け、ピストンを袋に入れてピストンを
クルクルと回し、オイルを塗ります。
ピストンをシリンダに差し込み、テールキャップを右に回して
締め付けます。
ハンドルを約10回程度前後させてシリンダにオイルをなじませます。
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“ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず”として廃棄が可能です。酸素検知管では、未使用または未反応の
黒色検知剤（三塩化チタン）が残っている場合は、塩化水素が発生する恐れがありますので、測定と同様の操
作を繰り返し、黒色検知剤が全層白色になったことを確認してから廃棄してください。

気密性の点検の結果、ハンドルが 5mm以上も離れる時は、グリスアップをしてください。
それでも直らない時は、フロントキャップ、Yリング、リングバルブを交換してください。
又は販売店に修理を依頼してください。

グリスアップの方法
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シリンダ

フロントキャップ

テールキャップ

ピストン

リングバルブ

ハンドル

ハンドル部一式

Yリング

交換部品・消耗品　
　　　 部品名
シールオイル （5枚/袋）
フロントキャップ （5個/袋）
Yリング （5個/袋）
リングバルブ （5個/袋）
ハンドル部一式（１個）

部品コード
50P-7-5

50P-1

50P-2

50P-3

50P-9

4      5     6
4      5     6 4      5     6

    境界が平らに変色した場合、変色の
　 先端を読み取り、測定値は5％

    境界が斜めに変色した場合、長短の
 　中間を読み取り、測定値は5％

    境界が鮮明に変色しない場合、濃淡の
　 中間を読み取り、測定値は5％

気体採取器の 使用方法

目盛の読み方
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誤った接続正しい接続

測定

    折り取った検知管の　   マーク側の先端には必ずカバーゴムを取り付けます。
　 酸素検知管31Eには青色のカバーゴム、それ以外の検知管には桃色のカバーゴムを取り付けます。

たん

    ハンドルが押し込まれた状態で、検知管の「      マーク」と
　「     」の矢印が気体採取器を指す方向に向けて
　検知管取付口に差し込みます。

 　図のようにチップホルダ上部のくぼみに検知管の先端を入れ、検知管を回転させて
    チップホルダに内蔵されているヤスリによりきずを付けます。

　 そのまま検知管をたおし、検知管の先端を折り取ります。同様に反対側の先端も折り取ります。
    ※ チップホルダ内部にガラスくずが一杯にたまりましたらビニール袋などに移し、
　　  使用済み検知管と共に廃棄してください。
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始業前の点検　気体採取器の気密性の点検

　 両端を折り取っていない検知管を
　 検知管取付口に差し込みます。

    ハンドルを完全に押し込み、ガイドマーク（赤線）とハンドルの
    ガイドマーク「50▲▲」を合わせます。

　 ガイドラインに沿ってハンドルを一気に最後まで引きます。
　 固定されますのでハンドルから手を放し、約30秒待ちます。

　 ハンドルに指を掛けながら90度回します。
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※気体採取器は下に向けて操作してください。

※ハンドルを戻す時は、必ず指をかけしっかりと握ったまま戻してください。
　ハンドルから手を放すと急激に戻り、気体採取器の破損やけがの恐れがあります。
　ハンドルが最初の位置（　の状態）付近に戻れば、気密性は良好です。
※ハンドルが最初の位置まで戻らず、5mm以上も離れるときは漏れがあり、誤った
   測定値を生じますので"保守"に従って処置をしてください。（保守は右下を参照）

実験例 3
光合成による二酸化炭素・酸素の変化

ろうそくが燃える前と燃えた後の気体の体積の割合を調べます。
物が燃えるときには、空気中の酸素が使われて
二酸化炭素ができることを調べます。

はき出した空気は吸う空気(まわりの空気)と違うか調べます。
人が呼吸によって、酸素を取り入れ、二酸化炭素を出していることを
調べます。方法としては左のイラストのようにしてポリエチレンの袋の
空気を何回か吸ったりはいたりして、中の空気の変化を調べます。

実験例 2
人の呼吸と酸素・二酸化炭素の変化

植物は日光に当たると二酸化炭素をとり入れて
酸素を出していることを調べます。
新鮮な空気中の二酸化炭素は濃度が約０.０4％と低いため、
二酸化炭素及び酸素濃度の変化が微量ですが、
検知管を使って実験すると変化が調べられます。

    カバーゴムを取り外します。取り外したカバーゴムは再利用ができます。
　使用済み検知管は回収し、“ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず”として廃棄します。

    採取器のハンドルを押し込みます。
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    検知管を取り付ける向きを再度確認してください。ガイドラインに沿ってハンドルを一気に最後まで引きます。
    固定されますので、ハンドルから手を放し、実験箇所から動かさずそのままの状態で約1分待ちます。
　 （酸素検知管31E-2の場合は、約30秒待ちます。）
    ※約1分（31E-2の場合は、約30秒）かけて、ゆっくり吸引されています。 

    ハンドルに指を掛けながらその位置で90度回して固定を解除します。　
　 （この時ハンドルを引かないでください。）ハンドルが戻らなければ測定は終了です。
   ※ハンドルが戻る時は、測定が終了していないので、その位置からハンドルを90度回して
    元に戻し、ガイドラインに沿って、ハンドルを引きます。約10秒後に再びハンドルを90度回します。
    ハンドルが戻らなければ測定は終了です。

    検知管を取り外し、目盛を読み取ります。“目盛の読み方”を参照してください。 
    ※酸素検知管は測定直後、反応熱により熱くなっており、触れるとやけどをする恐れがあります。
   “安全にお使いいただくために”を参照してください。
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※検知管の向きを間違えたまま　以降の手順を行った場合、測定ができません。
“安全にお使いいただくために”を参照してください。
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“保守”に従って処置をしても漏れがある。
修理を依頼したい。
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    ガイドマーク（赤線）とハンドルのガイドマークを合わせます。
    ハンドルのガイドマークには「50▲▲」と「10▲」があります。酸素検知管31E-2は
    「10▲」のマークを、それ以外の検知管は「50▲▲」のマークを合わせます。
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